コノエ ショウニン ヨシムラギヘエケ ノ シュッテン ケイエイ by 上村, 雅洋
71
近江商人吉村儀兵衛家の出店経営
Management of the Branch Stores of the Yoshimura Family
of Omi merchants 
上　   村　   雅　   洋
Uemura,  Masahiro
ABSTRACT
　The Yoshimura family was a family of Omi merchants who created Odani-mura 
in the Omi headquarters. The Yoshimura family established a network of stores 
around their central store during the Edo Period, in Shimozuma, Washinosu, 
Onna, Sakai, Kakizaki, Yokobori, Shimodate, and the Kanto district, and engaged 
in brewing. This paper compares management trends at these stores, using 



























































　この表によれば，元金は明和 3年には 319両・2貫 776文であり，同 4年に
は 390両余となり，その後は 400両台を保つ。安永 5年には 582両余となり，
その後はほぼ 500両台を維持している。造酒米高は，明和 3年には 410石であ
り，その後は 300～ 450石前後を上下しているが，安永 7年（1778）以降はほ
ぼ 400石を超えている。利金は，明和 3年には 41両 2分・251文であり，最
も少ないのは明和 7年の 723文で，最高は安永 2年の 144両 1分・1貫 216文
であったが，毎年 50両前後を得ている。売上高は，ほぼ造酒米高と連動して
おり，500～ 600両前後であり，安永 7年以降はほぼ 600両を超えている。
（7）
　この「万目録」は，本店で述べたと同様に，天明 2年の時点でこれらの勘定
を明和 3年～安永 5年の 11年間と，安永 6年～天明 2年の 6年間に分けて分
（ 6）天明 2年 12月「万目録」（日野町史編さん室寄託吉村儀兵衛家文書）。
（ 7）「万目録」では，この 17年間の平均も計算しており，それによれば元金は 469両余，
造酒米高は 354石 4斗余（代金 309両 2分余），利金は 48両 3分余，売上高は 511両 1分
余とある。
表１　下妻店の資産額
　 （注）　天明 2年 12月「万目録」（日野町史編さん室寄託吉村儀兵衛家文書）より作成。
年　　代 元　　　金 造酒米高 利　　　金 売　上　高
明和 3年（1766） 319両・2貫 776文 410石  41両 2分・251文 635両 1分・667文
明和 4年（1767） 390両・724文 358石 3斗  42両・762文 479両 1分・332文
明和 5年（1768） 444両・3貫 222文 373石  22両 3分 441両 2分・930文
明和 6年（1769） 407両 850文 303石 7斗   7両 672文 392両 3分・840文
明和 7年（1770） 440両・2貫 37文 305石 7斗 3升 7合    　 729文 425両 3分・85文
明和 8年（1771） 435両 3分・2貫 300文 280石 4斗  79両 2分・456文 360両 1分・962文
安永元年（1772） 465両・2貫 110文 米凡 300石  25両・4貫 464文 凡 470両
安永 2年（1773） 430両 2分・250文 275石 2斗 144両 1分・1貫 216文 448両
安永 3年（1774） 437両 1分・1貫 120文 337石 8斗  78両 1分・85文 448両 917文
安永 4年（1775） 456両・1貫 485文 283石 7斗 5升 115両 2分・1貫 283文 469両 686文
安永 5年（1776） 582両 1分・1貫 44文 356石 2斗  65両 1分・542文 509両 2分・135文
安永 6年（1777） 521両・288文 322石 9斗  40両 2分・206文 571両・531文
安永 7年（1778） 541両 3分・424文 465石 6斗  51両 2分・1貫 214文 631両・372文
安永 8年（1779） 533両 3分 2朱・90文 436石 2斗  50両・437文 607両 2朱・76文
安永 9年（1780） 533両 2分 2朱・1貫 511文 372石 2斗  31両 3分・514文 540両
天明元年（1781） 494両 1分 2朱・227文 441石 4斗 6升  53両 1分・14文 604両 3分・342文
天明 2年（1782） 520両・241文 402石 4升  72両・689文 650両 980文
74 経済理論　357号　2010年 9月
析している。前者の年平均の元金は 439両余，造酒米高は 325石 8斗 7升，利
金は 48両 1分・926文，売上高は 461両 3分余であるのに対し，後者の年平





　同様に安永 2年～天明 2年における，本店（久下田店）の年平均の元金は 703










































である 47両・永 322文 2分 8厘を「本店分わり」とし，「此六分割」である 70両・





























年　　代 資　　産　　額 元　　　金 造酒米高 醤油諸味売高
文政12年（1829）  667両 1分 1朱・245文  892両 2分 3朱・2貫 829文 271石 8斗 8升  56石
天保元年（1830） 1191両 1分・1貫 123文 1208両 2分 2朱・112文 407石 9斗 2升 2合  94石 6斗
天保 2年（1831） 1404両 3分 3朱・53文 1349両 2分 1朱・7貫 687文 376石 7斗 4升 104石
天保 3年（1832） 1400両 3分 2朱・183文 1443両 3朱・84文 374石 1斗 115石
天保 4年（1833） 1479両 3朱・1貫 594文 1392両 2分 3朱・12貫 457文 301石 7斗 7升 115石
天保 5年（1834） 1751両 2分 2朱・336文 1183両 1分・4貫 501文 318石 5斗 5升 110石
天保 7年（1836） 1819両 3分 1朱・360文 1172両 3分 2朱・1貫 628文 262石 2斗 3升 3合  75石
天保 8年（1837） 1787両 1分 3朱・740文 1777両 2分 2朱・2貫 236文  90石
天保11年（1840）  843両 2分 1朱・274文  300両 350石 7斗 100石
天保13年（1842）  916両・863文  300両 351石 9斗 3升  57石
天保14年（1843）  840両 1分・1貫 83文  300両 338石 8斗 4升 190石
弘化 2年（1845） 1491両 3分 2朱・751文  600両  94石 5斗  80石
弘化 3年（1846） 1586両 2分・1貫 177文  600両 212石 1斗 6升 137石
弘化 4年（1847) 1761両 3分・1貫 672文  600両 402石 7斗 6升  52石
嘉永元年（1848） 1845両・934文  600両 384石 2斗 1升  39石
嘉永 2年（1849） 1976両・1貫 644文  600両 348石 9斗 1升  64石
嘉永 3年（1850） 1985両・1貫 949文  600両 306石 4斗 8升 175石
嘉永 4年（1851） 2061両 2分・791文  600両 253石 1斗 1升 178石
嘉永 5年（1852） 2171両・1貫 800文  600両 400石 2斗 6升 140石
嘉永 6年（1853） 2303両・1貫 186文  600両 351石 2斗 8升  98石
安政元年（1854） 2326両 3分 2朱・554文  600両 231石 4升  92石
安政 2年（1855） 2567両・8貫 476文  600両 375石 2斗 5升  70石
安政 3年（1856） 2614両 1分・1貫 701文  600両 298石 6斗 8升  36石
安政 4年（1857）  564両 2分・1貫 25文  300両 210石 8斗 4升  99石 5斗
安政 5年（1858）  592両 2分・406文  300両 227石 5斗 7升  75石
安政 6年（1859）  516両 2分 3朱・116文  300両 210石 7斗  74石
万延元年（1860）  675両 1分 1朱・67貫 751文  300両 182石 2斗  75石
文久元年（1861）  734両 3分・61文  300両 219石 8斗 6升  68石
文久 2年（1862）  850両 1分・70文  300両 265石 2斗 9升  90石
文久 3年（1863）  890両 2分・1貫 444文  300両 284石 2斗  90石
元治元年（1864） 1213両 1分 2朱・668文  300両 348石 7斗 7升  90石
慶応元年（1865） 1596両 3分・1貫 514文  300両 385石 8斗 4升  95石
慶応 2年（1866） 2114両 3分・742文  300両 293石 1升 5合  65石
慶応 3年（1867） 3081両 3分・816文  300両 222石 2斗  70石
明治元年（1868） 3764両 2分・359文  300両 417石 2斗 2升  85石
明治 2年（1869） 4161両 2分・1貫 88文  300両 364石 7斗 8升
明治 3年（1870） 3819両 1分・2貫 413文  300両 203石 2斗 1升
明治 4年（1871） 3609両 2分 2朱・674文  300両 415石 7斗 9升 5合
明治 5年（1872） 3665両 1分・374文  300両 539石 9斗
明治 8年（1875） 3484両 1分・119文  300両 301石 4斗 8升
明治 9年（1876） 4023両・274文  300両 355石 9斗 6升
明治10年（1877） 3329円・1貫 497文  300円 320石 1斗
明治11年（1878） 4368円 35銭 4厘 1毛  300円 400石 1斗 7升
明治12年（1879） 5098円 61銭 5厘 1毛  300円 383石 6斗 4升 5合
明治16年（1883） 5168円 29銭 2厘 9毛  300円 372石 8斗
明治17年（1884） 6224円 5銭 5毛  300円 255石 6斗 4升 1合
明治22年（1889） 4996円 55銭 8厘 5毛  300円 338石 1斗 1升





政 12年には 667両 1分 1朱・245文であったが，翌年の天保元年（1830）には
1191両 1分 1朱・1貫 123文に急増している。この理由は不明であるが，その
後の推移からすると，文政 12年のデータが全体的に少し低く評価されている
のかもしれない。その後は順調に増加し，天保 7年には 1819両余にまで達し，






り，その後は年に 50～ 100両程度順調に増加し，安政 3年には 2614両余に達
する。ところが本店と同様に，家政改革による会計上の処理によるものか，翌
4年には 564両余と急激な落ち込みを見せる。その後少し低迷するものの，万
延元年（1860）からは増加に転じ，明治 2年には 4161両余となる。明治 10年





元金の推移をみると，文政 12年には 892両 2分 3朱・2貫 829文であったが，
資産額と同様に増加し，天保 8年には 1777両余に増加する。天保 11年からは，
定額の本店からの元金が計上され，300両とされたようである。前述したよう
に資産額もこの年に急減しており，何らかの会計上の処理がなされたかもしれ





治期に入っても 300両（300円）としており，同 23年に至っても同じく 300円
と固定されたままである。ただし，定額の「本店より元金」とは別に，たとえば
天保 11年には「本店より当借用」として 163両 1分・43貫 901文があり，弘化
4年には 867両 2朱・704文，安政 3年には 1548両 2分 1朱・66文，同 4年
には 96両，文久 2年（1862）には 133両余，元治元年には 52両余が「本店より
当借用」として引き続き計上された。
　質方有物は，文政 12年には 175両 3分 3朱・119貫 41文であり，その後増
加し，天保 5年には 334両 1分・166貫 911文，同 8年には 362両 1分 3朱・
284貫 875文となっている。しかし，天保 11年に「有質〆」として 39両 2朱・
32貫 233文に激減し，弘化 2年には 7両 2分 2朱・8貫 632文にまで落ち込み，





には 56石であったが，天保元年には 94石 6斗となり，その後ほぼ年々 100石




　造酒米高は，文政 12年には 271石 8斗 8升であったが，天保元年には 407
石余にまで増加するが，その後 350石前後を推移する。しかし，弘化 2年には
94石 5斗にまで落ち込むが，これは前述したように前年の上ノ店の類焼によ
る影響と思われる。弘化 3年になると 212石余に持ち直し，250～ 350石を上



























年　　代 資　　産　　額 元　　　金 質　方　有　物 造酒米高
文政 4年（1821）  492両 2分・867文 130両・73文  33両 3分 2朱・61貫 342文 353石 1斗 8升
文政 5年（1822）  482両・22文 130両 104両 3分・115貫 881文 324石 1斗 4升
文政 6年（1823）  766両 1分・290文 130両・73文 163両 3分 2朱・167貫 6文 391石 6斗
文政 7年（1824）  820両 2分 2朱・603文 130両・73文 278両・259貫 618文 317石 9斗 7升
文政10年（1827） 1311両 3分 3朱・253文 130両・73文 431両 1分 2朱・389貫 131文 330石 7斗
文政11年（1828） 1420両 1分 2朱・1貫 411文 192両 1分 2朱・20文 445両 1朱・327貫 168文 351石 6斗 6升
文政12年（1829） 1348両 3朱・104文 249両 1分・554文 414両 1分 1朱・309貫 440文 363石 3斗
天保元年（1830） 1339両 3分 2朱・327文 341両 2分 1朱・630文 338両・264貫 992文 413石 6斗 3升
天保 2年（1831） 1499両 2朱・335文 371両 3分 2朱・842文 454両 1分 3朱・357貫 45文 405石 1斗 7升
天保 3年（1832) 1577両 1分・1貫 188文 381両 1分・275文 497両 2分・421貫 469文 325石 6斗 9升
天保 4年（1833） 1652両・105文 381両 2分 2朱・1貫 51文 463両 3分 1朱・480貫 961文 320石 8斗 9升
天保 5年（1834） 1600両 1分 2朱・121文 430両 2分 2朱・1貫 665文 411両 1分・552貫 788文 202石 2斗
天保 6年（1835） 1685両 1分 2朱・615文 460両・2貫 67文 443両 3分 2朱・408貫 35文 278石 8斗 7升
天保 7年（1836） 1698両・9文 497両 1分・2貫 476文 536両・411貫 410文 260石 7斗１升
天保10年（1839） 1842両 1分 2朱・50文 614両 1分 3朱・520文 498両 1分・307貫 813文 203石 5斗 6升
弘化 2年（1845） 1610両 3分 2朱・370文 121両 1朱・1貫 686文 488両 1分 2朱・493貫 14文 208石 7斗 3升
弘化 3年（1846） 1741両・63文   8両 1分 2朱・228文 489両 2分・447貫 961文 174石 8斗 2升
弘化 4年（1847） 1737両・3貫 554文   8両 1分 2朱・222分 428両 3分 2朱・460貫 477文 162石
嘉永 3年（1850） 1986両 1分 2朱・3貫 638文  35両 2朱・346文 577両 3分・530貫 779文
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　元金は，文政 4年には 130両・73文であり，「当店元金」と記され，同 10
年まで 130両余と一定であった。しかし，文政 11年からはそれが変動し，天
保 10年の 614両余まで資産額と同様に増加する。弘化 2年以降は極端に落ち
込む。
（22）
　質方有物は，文政 4年には 33両 3分 2朱・61貫 342文であったが，同 5年
には 104両余，同 7年には 278余，同 10年には 431両余と増加する。その後は，

















































　造酒米高は，文政 4年には 353石 1斗 8升であり，その後 300石台を上下し
ながら天保元年には 413石余にまで達する。しかし，天保期以降は減少傾向を





































こでは，最初の 2年間は年に 12両，残りの 8年間は年に 17両 2分で借り受け，年季明け







年　　代 資　　産　　額 元金 質　方　有　物 造  酒  米  高
文政10年（1827）  818両・永 63文 330両 220両 3分・146貫 480文 334石 7斗 5升
文政11年（1828） 1033両 1分・47文 330両 264両 3分 1朱・99貫 852文 351石 1斗
文政12年（1829） 1019両 2分・313文 330両 270両 3分・36貫 970文 293石 6斗
天保元年（1830）  842両 1分 2朱・585文 330両 312両 1分・1貫 859文 328石 4斗
天保 2年（1831）  934両 3分 2朱・192文 330両 391両 2朱・36貫 222文 332石 7斗
天保 3年（1832） 1200両 1分・365文 330両 422両 3分 3朱・14貫 661文 345石 9斗 9升
天保 4年（1833）  958両・567文 330両 323両・2貫 569文 332石 9斗
天保 6年（1835） 1149両 1分 2朱・572文 330両 374両 2分 1朱・12貫 722文 283石 4斗 9升
天保 7年（1836） 1270両・746文 330両 524両 1分 2朱・104貫 324文 207石 1斗 2升
天保 9年（1838） 1605両 1分・1貫 186文 330両 376両・6貫 468文 266石 1斗 8升
天保10年（1839） 1622両 3朱・663分 330両 430両 1分・1貫 142文 171石 8升
天保12年（1841） 1515両 3朱・666文 330両 361両 2朱・401文 353石 8升
天保13年（1842） 1684両 1分 2朱・293文 330両 316両 2分 2朱・656文 461石 7斗 4升
天保14年（1843） 1526両 1分 3朱・407貫 859文 330両 269両 1分 2朱・11貫 535文 285石 6斗 5升
弘化元年（1844） 1702両・469文 330両 259両 2分 1朱・6貫 862文 409石 7斗 5升
弘化 2年（1845） 1808両 1分・300文 330両 324両 3分・1貫 9文 307石 7斗 5升
弘化 3年（1846） 1813両・1貫 351文 330両 332両 2分・690文 268石 4斗
弘化 4年（1847） 2088両 2分・734文 330両 358両 3分・18貫 52文 444石 8斗 9升
嘉永元年（1848） 2024両 2分 2朱・832文 330両 427両 2分・104文 456石 2斗
嘉永 2年（1849） 1990両 2分・429文 330両 407両 3分・18貫 158文 539石 8升
嘉永 3年（1850） 2515両 2分 2朱・670文 330両 326両 3分・215文 540石 9斗 6升
嘉永 4年（1851） 2457両・600文 330両 321両 1分 2朱・16貫 242文 509石 5斗 8升
嘉永 5年（1852） 2609両 2分 2朱・452文 330両 312両 3分 2朱・5貫 690文 675石 1斗 7升
嘉永 6年（1853） 2677両 2分 2朱・494貫 191文 330両 342両 2分 2朱・321文 662石 5斗
安政元年（1854） 2846両 2分 2朱・211文 330両 294両 2朱・745文 576石 4斗 8升
安政 2年（1855） 2661両 2分 1朱・217文 330両 275両・1貫 646文 777石 4斗 1升
安政 3年（1856） 2515両 2分 2朱・268文 330両 219両 3分 2朱・217文 648石 2升
安政 4年（1857） 2802両・219文 330両 209両 2分・714文 755石 9斗 8升
安政 6年（1859） 3478両 2分・492文 330両 297両 2分 2朱・403文 700石 8斗 2升
万延元年（1860） 3848両 1分 2朱・565文 330両 292両 2朱・53分 732石 7斗 1升
文久元年（1861） 3958両・420文 330両 279両 2分 2朱・786文 555石 5斗
文久 2年（1862） 4036両 3分 2朱・379文 330両 299両 2分 2朱・36文 618石 4斗 4升
文久 3年（1863） 4011両 1分 1朱・474文 330両 306両 2分・910文 757石 4斗
元治元年（1864） 4435両 1分・337文 330両 320両 2分 1朱・382文 652石 8斗
慶応元年（1865） 5158両 2分 3朱・827貫 123文 330両 296両 3分・629文 856石 8斗 7升
慶応 2年（1866） 6988両 2分 3朱・1547貫 693文 330両 444両 3分・405文 392石 6斗 9升
慶応 3年（1867） 8287両 1分 3朱・106文 330両 689両 2分・180文 267石 2斗 6升
明治元年（1868） 8028両 2朱・858貫 214文 330両 687両 1分 2朱・440文 210石 4斗 1升
明治 2年（1869） 8117両 3分 1朱・1004貫 921文 330両 130両 244石
明治 3年（1870） 7602両 3分 3朱・1053貫 612文 330両  65両 3朱 103石 9斗 2升
明治 4年（1871） 8341両 3朱・692貫 676文 330両  62両・650文 291石 1斗 2升 5合




　資産額をみると，文政 10年には 818両余であったが，同 11年には 1033両
余，天保 9年には 1605両余，弘化 4年には 2088両余，安政 6年には 3478両








として，たとえば文政 10年には 159両 3分 2朱・72文，天保 6年には 167両
1分 2朱・369文，天保 12年には 319両 3分・27貫 492文，安政 6年には 628
両 3分 2朱・43文，慶応元年には 709両 3朱・215文，明治 4年には 1009両
3分 2朱・371文が計上されている。
　質方有物は，「質方有物」「質方かし」「質方有〆」などとあり，文政 10年に
は 220両 3分・146貫 480文であったが，しだいに増加して天保 7年に 524両
余に達する。その後は 300両台を維持する。安政元年からは 200両台に落ちる
ものの，慶応 2年には 444両余，同 3年には 689両 2分・180文にまで急増する。
しかし，明治 2年以降は 130両、同 3年以降は 60両台にまで降下し，質屋業
を取りやめたようである。
　造酒米高は，文政 10年には 334石 7斗 5升であり，その後 300石台を維持
するが，天保 6～ 9年には 200石台と減少し，同 10年には 171石 8升にまで
落ち込む。その後は増加傾向を辿り，天保 13年には 461石余，嘉永 2年には
539石余，安政 2年には 700石台を突破し，慶応元年には 856石 8斗 7升にま














データが欠けている。資産額は，文久 2年には 764両・25文であったが，同 3
年には 1139両余，元治元年には 1895両，慶応 2年には 4089両余，明治 2年










年　　代 資　　産　　額 元　　金 造酒米高
文久 2年（1862）  794両・25文 443両 1分・2貫 789文 202石 1斗 2升
文久 3年（1863） 1139両 2分 1朱・66文 744両 3分・1貫 437文 272石 7斗 1升
元治元年（1864） 1895両 2分 3朱・300貫 700文 500両 350石 7斗 1升
慶応 2年（1866） 4089両 3朱・465貫 239文 500両 211石 5斗 3升 5合
慶応 3年（1867） 5296両 3分・604貫 62文 500両 169石 1斗 2升
明治元年（1868） 5378両 1分 3朱・1387貫 949文 500両 233石 8斗 7升
明治 2年（1869） 6025両 1分 3朱・1408貫 850文 500両 302石 6斗 3升
明治 3年（1870） 6810両 3分 2朱・1599貫 140文 500両 156石 9斗 7升
明治 4年（1871） 6097両 1分 2朱・624貫 202文 500両 222石 4斗 1升
明治 5年（1872） 7364両 1分 3朱・660貫 887文 500両 222石 4斗 8升
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　この表によれば，資産額は天保 6年の 201両 2朱・255文であるが，天保 10
年には 597両余，弘化元年には 683両余，嘉永元年には 867両余，同 4年には




　元金は，天保 6年には 160両 3分 3朱・2貫 179文とあるが，これは「久下
（31）ただし，資産額の中に，慶応 2年には「右（恩名）店当用金」2546両 3分・1貫 469







ば天保 9年には 121両 2分 2朱・4貫 270文の「本店借用」，同 10年には 200
両 2分 1朱・9貫 525文の「本店当借」，嘉永 3年には 410両 1分 2朱・722文
の「本店借用」がある。安政 4年～万延元年の 15両 3分 2朱・7貫 80文は「本
店質物金借用」とあり，別にたとえば安政 4年には 120両の「本店当借」，万
延元年には 145両 3朱・3貫 409文の「本店当借」が見られる。文久 2年の 17




は 140両 3分 3朱・181貫 192文であり，同 10年には 240両余に増加する。
しかし，弘化元年には 119両余に減少するが，その後ゆっくりと増加し，嘉永
3年には 238両余にまで回復する。ところが，安政 4年には資産額や元金など




年　　代 資　　産　　額 元　　　金 質　方　有　物 造酒米高
天保 6年（1835）  201両 2朱・255文 160両 3分 3朱・2貫 179文  94石 7斗 8升
天保 7年（1836）  174両・134文  97両 2分 2朱・4貫 278文  94石 7斗 8升
天保 9年（1838）  454両 3分 3朱・351文  80両 140両 3分 3朱・181貫 192文  88石 1斗 2升
天保10年（1839）  597両・95文  80両 240両 2分 1朱・225貫 580文  72石 3斗 4升
弘化元年（1844）  683両 3分 3朱・52文  80両 119両 3朱・334貫 192文 132石 1斗 8升
弘化 2年（1845）  722両 3分 2朱・275文  80両 122両 2朱・319貫 640文  85石
弘化 3年（1846）  762両 2朱・810文  80両 156両 1分 2朱・454貫 854文  56石 7斗
弘化 4年（1847）  768両・642文  80両 173両 1分 3朱・356貫 102文  57石 8斗 6升
嘉永元年（1848）  867両 2分 1朱・631文  80両 190両 2分 1朱・350貫 122文 104石 3斗
嘉永 2年（1849）  957両 1分 2朱・441文  80両 226両 1分 2朱・341貫 666文 137石 1斗
嘉永 3年（1850） 1093両 3分 2朱・443文  80両 238両 1分 2朱・370貫 561文 123石 5斗 8升
嘉永 4年（1851） 1167両 2朱・259文  80両 234両 2朱・331貫 567文 128石 2斗 3升
安政 4年（1857）  281両 3分 2朱・124貫 960文  15両 3分 2朱・7貫 80文   8両 2分 3朱・12貫 167文 115石 2斗 4升
安政 5年（1858）  251両 2分 3朱・102貫 715文  15両 3分 2朱・7貫 80文   8両 1分・209文  96石 4斗１升
安政 6年（1859）  294両 3朱・65文  15両 3分 2朱・7貫 80文  11両・22貫 768文 116石 4斗
万延元年（1860）  324両 1分 3朱・224文  15両 3分 2朱・7貫 80文  16両 1分 1朱・50貫 659文  86石 7斗 7升 5合
文久 2年（1862）  345両 3分 3朱・2貫 370文  17両 3分 2朱・703文   8両 3朱・27貫 830文  55石 4斗 8升
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を文政 10年 8月から 10か年間にわたり借り入れ，儀三郎を派遣して




開店時から天保 13年までの 15年間の経営動向を示したのが，表 7である。文
政 11年から始まっているが，これは他店の勘定と同様に文政 10年の秋から同
（33）この時に譲り渡された諸道具の目録があり，そこには 6尺 5寸桶 3本，6尺桶 2本，4






　この表によれば，資産額は文政 11年には 227両 3朱・306文であり，天保
元年には 384両余，同 4年には 651両余，同 6年には 803両，同 10年には
1038両と増加し，同 13年には 1382両 1分 3朱・215文にまで達し，順調に経
営がなされていたことがわかる。
　元金は，天保 10年までは「本店より入」「本店入ル」「本店入金〆」とあり，
文政 11年の 277両 2朱・113文からほぼ毎年増加し，天保 10年には 454両余
に至る。天保 12～ 13年は「元金」として 300両に固定され，ほかに「本店当
借」として同 12年には 363両余，同 13年には 474両余が計上されている。
　質方有物は，「質方かし」「質方有物」と記され，10～ 40両前後を上下して
いるが，いずれにしても 50両以下のきわめて小規模なものであった。造酒米
高は，文政 11年の 189石から天保 3年の 321石余まで増加するが，それ以降





年　　代 資　産　額 元　　　金 質　方　有　物 造酒米高
文政11年（1828）  227両 3朱・306文 277両 2朱・113文  8両 3分・2貫 900文 189石
文政12年（1829）  301両 1朱・657文 321両 3分 3朱・191文 25両 2朱・17貫 346文 173石 9斗 3升
天保元年（1830）  384両 1朱・290文 330両 1分 3朱・903文 33両 2朱・22貫 320文 248石 9升 5合
天保 2年（1831）  416両 1分 1朱・264文 316両 2分・330文 36両 2分 2朱・28貫 264文 254石 9斗
天保 3年（1832）  451両 1分 3朱・279文 286両 3分 2朱・108文 36両 2分・23貫 778文 321石 8斗 6升
天保 4年（1833）  651両 1分 2朱・241文 417両 1分 2朱・1貫 243文 18両 1分・11貫 910文 285石 1斗 8升
天保 6年（1835）  803両 1分 3朱・341文 369両 3分 3朱・23文 17両 1分 3朱・7貫 242文 227石 6斗 4升
天保 7年（1836）  955両 3分 1朱・65文 415両 2朱・4貫 372文 10両 3分 3朱・8貫 189文 224石 2斗 5升 5合
天保10年（1839） 1038両 2朱・7文 454両 1分 2朱・328文 24両 3朱・12貫 862文  72石 8斗 2升 4合
天保12年（1841） 1199両 2朱・829文 300両 43両 1分・14貫 708文 214石 6斗 4升








見てみよう。資産額は，文政 2年には 670両・1貫 95文であり，同 5年の 864
両 1分 2朱・511文に至るまでゆっくりと増加している。元金は，「元金」「当
店元金」とあり，500両で固定しているが，別に「本店よりかり」としてたとえ
ば文政 2年には 83両 14貫 208文、同 5年には 231両 47貫 178文が計上され
ている。
　質方有物は，文政 2年には 202両 2分 2朱・189貫 758文であり，ほぼ毎年
200～ 230両余を維持している。質方有物の額からすれば，鷲巣店よりも多く，
少し時期がずれるが，ほぼ上ノ店や恩名店などと同じ規模をもつことがわかる。








年　　代 資　　産　　額 元金 質　方　有　物 造酒米高
文政 2年（1819） 670両・1貫 95文 500両 202両 2分 2朱・189貫 758文 388石 6斗 3升
文政 3年（1820） 727両 2分 2朱・555文 500両 200両・181貫 232文 486石 1斗 1升
文政 4年（1821） 833両 1分 2朱・78文 500両 229両 3分 2朱・186貫 837文 396石 4斗 9升














較すると，上ノ店は本店の 1～ 2割，鷲巣店・恩名店は 2～ 3割，横堀店は 0.1
～ 0.2割，下館店は 1～ 2割の規模であった。造酒米高では，下妻店は本店の
7～ 8割，上ノ店・鷲巣店は 5割，恩名店は 5～ 8割，境店は 3～ 4割，柿岡



















恩名店が大きくなり，本店が安政 4年に 3分の 1に急減することもあって，半
分を超える規模にまで達した。また，各店の固定した元金が，各店の評価をあ
る程度示すものと考えると，年代が多少ずれるところもあるが，上ノ店が 300
両（600両），鷲巣店が 130両（300両），恩名店が 330両，境店が 500両（250両），
柿岡店が 80両，横堀店が 300両とあることからある程度店の規模が理解でき
るであろう。
〔付記〕
　本稿作成にあたっては，史料所蔵者である吉村儀兵衛家ならびに寄託先である日
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しだいである。なお本稿は，平成 20年度～平成 22年度科学研究費補助金（基盤研
究（C））「近江商人の経営と雇用形態に関する研究」による研究成果の一部である。
